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展覧会「とびだせ！！  とうよう  アートフェスティバル」…わくわくする空間  

 

校長 中野 智彦 

11 月 14 日(金)～15 日(土)、令和７年度の展覧会を実施しました。児童たちは全力で作 

品制作に取り組み、各学年・のぞみ学級ともに思いのこもった力作を展示することができ  

ました。今回の展覧会は、①体育館ステージ下の通路や体育器具庫も展示場所として活用  

する、②渡り廊下から北校舎１階理科室前廊下にかけて、のぞみ学級及び４年生の共同作

品、さらに６年生展覧会実行委員による作品を展示する…など、新規の企画を含めて従来 

以上に内容の充実を図りました。会場全体において、「とびだせ感」や「アートフェスティ  

バル感」、「わくわく感」を大いに実感できる展覧会となりました。 

14 日（金）の児童鑑賞日については、児童が異学年でペアを組み、互いに作品ガイドを  

し合いながら作品を鑑賞しました。上級学年の児童は下の学年の児童をしっかりサポート  

したり、ペア間相互での質問にも臨機応変に答えたりするなど、随所に微笑ましいシーン

が見受けられました。15 日（土）の保護者鑑賞日についても、同じクラスのペアの児童と

ガイドをし合う活動を取り入れました。保護者や地域の方におかれてもその姿をご覧いた

だけたかと思います。児童の作品への見方や感じ方が広がり深まる活動となりました。  

私ども教職員は、児童はもちろんのこと、保護者や地域の皆様におかれても「とびだせ!!  

とうよう アートフェスティバル」というスローガンの通りの展覧会だった…と思ってい  

ただけるようにしようと、一丸となって準備や指導に励んできました。児童たちは当日の 

鑑賞を終えると、一人一人が「全力で仕上げたぞ」・「どの作品もすばらしかった」という 

充実感あふれる表情をしていましたし、保護者や地域の皆様からも「すばらしい展覧会で  

した」というお声を沢山頂戴しました。改めて盛大な展覧会を実施することができて本当  

に良かったと感じております。  

児童たちは、今回の展覧会を通して、『一人一人が作品制作に取り組むことのおもしろさ  

やすばらしさ、制作過程における困難を乗り越えられた時の達成感』と、『学年(集団)で協 

力したり団結したりすることのすばらしさ』…を確実に味わうことができました。学年（の 

ぞみ学級）集団としても、個人としても貴重な経験が得られ、作品の鑑賞を通して見方や  

感じ方が広がったり深まったりするなど、人間的な幅がより広がったと思います。 

さて、来週から 12 月に入ります。早いもので、令和７(2025)年も残すところあと一カ月  

となりました。一・二学期の学習や生活のまとめをする中で、自分、そしてクラス・学年  

が努力したことや成長したことをも明らかにし、個人としても集団としても自信をもって、 

新しい年・三学期を迎えることができるよう指導してまいります。  

保護者の皆様、そして地域の皆様、 12 月もよろしくお願い申し上げます。  

     陶 鎔
と う よ う

の 風
か ぜ

 



 

 


